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収益的収支の支出で、受水費(県営水道)の
割合が大きいけど、津市の水源はどうなっている
の？

津市の水源は、右のグラフのように県営水
道が全配水量の51％を占めているよ。自己水源
が枯渇している場所も出てきているので、安定供
給のために県営水道の受水はなくてはならないん
だよ。

だから決算の円グラフでも収益的支出で３
分の１(約23億円)も占めているのね。これからも
県営水道の割合は変わらないの？

自己水源の古くなった浄水場や配水池を新
しくするのには、多くの費用がかかるので、地域
によっては自己水源から県営水道へ切り替えてい
くよ。だから県営水道の割合も増加していくんだ
よ。

ますます受水量が増え、支払いも多くなる
ね。少しでも安くならないのかなあ。

県営水道を経営しているのは三重県企業庁
なんだ。企業庁は平成29年度決算で、一般会計へ
の貸し付けも含め約156億円の貯金があるよ。この

額は、企業庁が貯金の目安としている一年間の営
業収益(約80億円)の２倍に近いね。これから見て
も、県営水道の経営は良好で安定しているよね。こ
の貯金は端的に言うと、県民・市民が負担した水道
料金によるものなんだ。今年は５年に一度の料金
単価の見直しが行われるから、津市は三重県に対し
料金単価を低減するよう要望※しているよ。

※料金負担を少しでも軽減できるよう県営水道料
金単価の低減について、８月７日の「令和元年度
県と市町の地域づくり連携・協働協議会１対１対
談」で市長から直接知事に要望を行いました。

大きな影響を持つ県営水道

水系別供給状況(平成30年度決算)

地震や台風で停電がおこり、長時間、広範
囲に断水して困っている映像をよく目にするけ
ど、なぜ停電で断水になるの？

場所によっては、低い所からポンプを使っ
て高い所へ送水しているから、停電になるとこの
ポンプが止まって断水になることがあるんだ。
　平成30年の台風時に長時間の停電を経験した
中で、右下のような取り組みを進めたよ。

停電時の断水は防ぐように考えてもらって
るけど、災害の対策はそれだけじゃないよね。

次回は、老朽管路などの更新に加え、災害
に強い施設への取り組みについて見ていこう。

停電への備え

・非常用発電設備の設置
　(広範囲に影響を及ぼす配水池へ)
・早期に対応できるよう可搬式発電機の購入
・電力を必要としない配水への切り替え

令和元年度の取り組み

自己水源　18％
片田浄水場(長野川)　

自己水源　７％
高茶屋浄水場(雲出川)　

自己水源　15％
三雲浄水場(雲出川)　

自己水源　９％
久居・芸濃・河芸・
美里・安濃・白山・美杉　

県営水道　51％
大里浄水場・
高野浄水場　
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